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【評価コメント】 
研究者により開発された、疾患のエピゲノム情報やパスウェイ情報を基にゲノムバリアントを層

別化し計算するpolygenic risk score: PRS（層別化PRS）の有用性について、主として肥満症を中

心に、生物学的背景も考慮して検討し、従来のPRSを上回る精度の２型糖尿病を予測するパスウエ

イPRSが構築された成果は評価出来る。研究期間は短期間ではあったが、その有用性は明らかで、

今後他疾患での応用が大いに期待される。  

ただし、パスウェイPRSも指標的には向上しているものの、未だに限定的であり、今後、臨床応

用出来るまでの精度に高め社会実装につながることを望む。 
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